
















　　　明日香vs有栖川







　遊崎高校復帰三日目の休み時間。

　俺は隣の席の有栖川に、気になっていたことを訊いた。

「なあ、一応訊くんだけどさ」

「お？」

　有栖川はスマホに走らせていた指を止めて、こちらに目をやる。

　俺は彼女が手に持つ煌びやかなスマホケースに、視線を落とした。

「スマホって、学校内でいじっちゃいけないんじゃなかったか？」

　有栖川自身から言われた校則だが、彼女自身が即効破っていたら世話ない話だ。

　しかし有栖川には、彼女なりの理由があるらしかった。

「だって私お世話係だし。チュートリアルはキチンとしてあげなきゃねぇ」

「その割には色々説明足りない気がするけど……」

「何か言った？」

「言ってません！」

　俺は勢いよくかぶりを振って、引き出しの中に教科書を入れる。

　有名モデル、有栖川紗季。

　彼女に面と向かって立ち向かえる人間は、きっとこの学校には存在しない。

　斜め前の席に座る三大派閥の夢咲でさえ、有栖川に反論らしい反論はしていないのだから。

　まあ、夢咲なりに思うところはありそうだけど。

「勇紀君。今日の放課後一緒に帰らない？」

「え？　なんで」

「なんでって……」

　訊き返すと、有栖川は不思議そうに小首を傾げた。

「私が君と一緒に帰りたいからだけど」

　そして腰を上げてこちらに乗り出してきて、小声で耳打ちしてくる。

「……放課後イイことしたくない？」

「なっ」

　自分の席に戻った有栖川は、人差し指を唇に当てた。

「……いけないかな？」

「いけないとかそれ以前の問題だって、そんなの訊くな！」

「じゃあ帰るだけなら余裕だぁ」

　それくらいなら、とすぐに返事をしかけて、踏み留まった。

「……いや、どうだろうな。高いハードルの後に低いハードル見せたら飛ぶでしょ、みたいな思考回路か？」

「お、気付いちゃったかぁ」

「否定しないんですね!?」

　苦笑いして返答すると、有栖川はクスクス笑った。

　俺は一旦目を伏せて、思考を巡らせる。

　有栖川と二人で帰るのを誰かに禁止されている訳ではないが、単純に不安だった。

　俺は復帰して二日とも、明日香と下校していた。

　もしかしたらこの誘いに乗るとしたら、事前に明日香に許可を取らなくちゃいけないのではないか。

　三人もカノジョがいるとなれば、この辺りの判断はとても慎重にならなければ──

「あー、ここにいた」

　凛とした声が聞こえて、俺は顔を上げる。

　うん、いた。

　有栖川を全く恐れずに立ち向かうヒロインが。

　三組の教室にやってきたライトゴールドの長髪。

　幼馴染カノジョの湊明日香が、俺と有栖川の間に割り込んできた。

「ねえ、放課後一緒に運動場に顔出さない？　サッカー部の練習を見にさ！　身体は動かせなくても、見学するくらいならどうかなってサッカー部の友達が言ってたんだけどっ」

　俺は無言で顔を横に傾けて、明日香の後ろに視線を送る。

　有栖川の表情には怒りは全くなかったが、それが逆に恐怖を煽る。

　明日香も気が付いたようで、有栖川の方を振り向いた。

　しかし彼女は全く怯んだ様子もなく、あくまで普段通りの声色で謝罪する。

「あ、ごめん。話してた？　急いで来ちゃったから──」

「ねえ、明日香さん」

「なに？」

　有栖川の静かな声に、明日香は目を瞬かせる。

「焦りすぎじゃない？　らしくないよ」

「……はい？　何を焦ってるって？」

「そういう、周りが見え──」

　有栖川が明日香に何らかの言葉を投げようとした瞬間、俺はパンッと手を鳴らした。

　これ以上二人の会話を続けさせるとマズイ。

　何がマズいかというと、声の届く距離で夢咲と高尾が喋っている。

　仮にも三大派閥筆頭が一堂に会する空間ということもあり、男子からの視線もヒシヒシ感じる。

　イザコザが露見しそうな状況になったら、すぐにゴシップネタが回るはずだ。

　……今の俺が起因して悪影響が及ぶことは避けたい。

　夢咲に視線を移す。

　昨日ひなに辛くあたった時と、今の表情は全然違う。

　高尾と雑談し、時には口角を上げる彼女を見ながら、俺は少し拳を握った。

「勇紀君、私たちの会話をお邪魔したのにすぐ思考が脱線しちゃう。しょうがない人だなぁ」

「あ、ごめん。いやまあ、この場﹅﹅﹅ではさ？　分かるだろ」

　小声で訴えると、明日香は小さく息を吐く。

　此処が教室だということを再認識してくれたようだ。

「分かったわよ。じゃあ、またラインするから」

　明日香はライトゴールドの髪を靡かせて、俺に背を向ける。

　有栖川と明日香は視線が交差したのか、数秒互いを見つめ合う。

　無言で去っていく明日香、興が削がれたというように授業の準備を始める有栖川。

　この二人の会話は心臓に悪い。

　前の俺は、数々の修羅場をくぐったに違いない。

　無機質なチャイムの音を聞きながら、俺はそう思うのだった。
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